






















要約:体外受精胚移植法やギフト法など生殖補助医療技術の進歩に伴いこれまで妊娠する

事が不可能であった不妊夫婦にもわが子を得る事ができる時代になった。この事は不妊に

悩む夫婦にとって大きな福音となるのであるが同時に副次的にもたらされる多胎妊娠例の

増加は生まれてくる新生児に対して潜在的なリスクとなるとともにこれの治療に当たる新

生児集中管理室(NICU)の管理運営にも大きな影響をもたらす事になり、大きな社会問題と

なりつつある。これまで、より高い妊娠率を求めて多数の胚を移植する事が行われていた

が、妊娠率を下げずに移植胚数を下げるためには胚がより高い発生能を持つような新しい

培養法を開発する事や、或いはより高い着床率を得るための胚移植法を開発する必要があ

ると思われる。そこで、ヒト胚の質を向上させるために現在世界でどの様な試みがなされ

ているか、また胚移植後の着床率を向上させる為にどの様な試みがなされてきたのかを明

らかにするため最近5年間の仕事について文献的検索を行った。

その結果、

(1)これまでどの様な基本培養液をヒト胚培養に用いても本質的には培養効率は代わらず、

(2)培養効率を高くするために加えられた添加物は、血清の代わりにヒト血清アルブミン

の添加のみで充分な胚発生効率の得られる事が明らかになっており、

(3)基本培養条件の設定可及的に酸素濃度を下げ、また体細胞との共培養を行う事によっ

て何れも高い胚発生効率を得る事に成功している。

(4)胚移植法に関しては、移植用のカテーテルの形状や材質の開発、移植の部位、或いは

移植時に用いる接着因子の効果などが工夫されているが、何れも胚移植後の着床率を大幅

に改善する決め手とはなっていない。

(5)胚移植のタイミングや子宮内膜内胚移植なども試みられているがこれも形態良好胚を

移植して場合にのみ高い着床率を得る事が判明しており単に胚移植の方法のみを改善して

も着床率は向上しない事が明かとなった。

(6)以上をまとめると、着床率を向上させて移植胚数を減じても妊娠率が低下しない様な

条件の設定は単に移植技術の開発のみならず胚培養条件の検討などとも関連して研究開発

を進める必要がある事が明らかになった。

(7)この研究を通じてた数の胚を移植する必要がなくなり、ひいては多胎妊娠率の低下が

達成される事が期待される。


